
 

 

 

１．学生の専門科目の分野に関連がある教材を用いて、英語教育・英語学習の有効性

を検討しています。  

 

２．動物由来回虫症はイヌ回虫・ネコ回虫・ブタ回虫に感染した寄生虫感染症です。この

感染症に対する薬物治療の有効性と安全性を研究しています。 

 
 
 

1．専門分野に関する英語教育・英語学習の有効性  
 
ESP (English for Specific Purposes)とは、専門分野に特化して、英語の文章を読んだ

り書いたりするアプローチのことです。宮崎大学は英語授業の ESP 化及び国際化に取り

組むため、2014 年より基礎教育新カリキュラムを発足しました。専門領域に使用される

英語教育・英語学習方法の有効性を研究し、学生の英語に対する勉強意欲を向上させ

るための研究に取り組んでいます。 
 
  
 
  
 
  
 
2．動物由来回虫症に対するアルベンダゾールの有効性と安全性の検討 
 
動物由来回虫症はヒト以外の動物が本来の宿主である回虫類による寄生虫感染症で、

主な原因寄生虫はイヌ回虫・ネコ回虫・ブタ回虫と考えられている。動物由来回虫症の薬

物治療にはアルベンダゾールの内服が推奨されているが、その有効性や副作用に関す

るまとまった研究はない。そこで、動物由来回虫症に対するアルベンダゾールの有効性

と安全性を研究しています。 
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